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40草度から発足した国鉄輸送力潜強第3次長期

計画による、東海道本線¢線潜計画がまとまり、

平塚市内でも、複線の庖設、新貨物駅の新設、平

援駅の改良なと、大規模な工事が行なわれようと

しています。

なカ、でも、泥水I11友禅に予定される新大機貨物

駅の建設は:、平患の流通機構に変改をもたらすも

のとして注固されます。国鉄が、地元説明会で明

らカ、にしたとζ ろでは、花水川鉄橋から平塚寄り

(l約 B万2500平方mを買収、 ζこにお銭円の工費

で、新大機資物釈を建設、平塚 a大磁・二宮各駅

の貨物を集中して、旅客輸送と貨物輸送¢宛金分

離をはかるといラもの。新貨物駅は、近代設摘を

備え、年間50万トンの荷扱いを可能にするといわ

れます。これと併行して、平塚一小田原聞には、

現在綴の海i日Jに旅客用複線が増設される予定。使

用関始は48年10月の見込みで、総工費1800綴円，

完成後現在線は貨物専用線にするといわれます。

新皇室物駅カ、ら平塚叡一馬入I11までは、現在線(l山

揖目に貨物用複線iJ1新設され、 ζれと合わせて、平

塚駅も約30億円で敬造される予定。平塚駅改造

は、新大機貨物車問が完成したあと引き続いて行な

うと伝えられます。大船一平塚騎は砲和50年使用

開始が目標といわれ、近年中に、東路道本績の輸

送力は大躍に増強される見込みです。(資料

l立、額鉄東京第2工事局線増第5撲から媛供を受
けた〉
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し
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(2) 第 186号
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41年度当初予算は、 10会計合算で

マ7億6983万問、前年度当初にくらべ
2，1録の増加です。歳入面を最少取に
おさえてあり、 ζのため、 崎司会訟

で市税収入が自0.5%の高輩、包主主財

源の占める留Ut合いも8796以上を示

します。相当大i錨な慰源を矯正に

残したわりで、今後、 8月期と9月
期に、政策的経費を中心に追加言十ーと

していく ζ とになります。

蔵出屈では、 i穏8000万円寺ζえ

る債務負担をはじめ、人件捜や物件

費など義務的 e経常的経費にウエイ

トをおいたため、投資的建設費は今

年変33.496にとどまってu、ます04
後 ζの比寧は、補正によって平年度

と問よラ40忽台にのるζ とになDま

しJミラ。

27億6288万内
25猿8304万戸3
17，態7507万月
3億0049万円
375万円
2655万円
1犠 1185万円
i鍛初日2万円
2533万円
1353万内

②競輪喜吾妻葉会計

C宣告主主馬事業会計
@，自民健康保険会計

(Jl留保診療所会計

⑥簡易水道会計

⑦都市改造会計

③下水道事業会計

⑬農業共済事業会計

⑫食肉センタ門会計

干ti説収入 16億7185万円 (60，576)
諮収入 5億6230万円 (20，4%)
額県支出金 3穏0273万円 (119百〕
使用料等 i億63む7万円 (5宮%)
市霊堂 3300万円 0.296) 
その他 2987n河口 0%)

(21，19.ぷ〉
5憶6008万円 (20，3%)
4億司267万円Cl4，8%)
3儲9086万円 (1ι1%)
3億2499万円ClL8%)
1億5918万円 (5，7%) 
9495万円 C3A%) 
6337万円 (2.3%) 
]鰭8336万円 (6，7%) 

投資的経費 8録2274方向 (33，4お〕
^件後 宮溶5798方向 (34，7%)
物件費 2億il253n月 (8.896) 
補助銭等 2穏5573万円 (告。2%)
維持績修費 58自D万円 (2，1対〕
扶助費 ]億1926方向 (4，3%) 
公償援 7295万円 (2.'79<の
その幼 1億3275方向 (ιB箔)

総務費

教肖費

土木授

民生費

衛生費

産量杭商工

消防授

労働捜

その他
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み、

実
用
に
供
す
る
段
階
壱
迎
え
た
た
め
、

下
水
道
の
脇
田
溜
運
営
や
利
用
方
法
に
つ

い
て
競
定
義
け
た
も
の
で
、
市
町
民
が
、

下
水
道
に
銃
水
設
備
を
楼
綴
す
る
ば
あ

い
の
注
意
事
項
e

下
水
道
の
使
用
方
法

と
副
隠
・

τ水
道
運
営
審
議
会
の
設
鐙

司
下
水
道
を
利
用
す
る
ば
あ
い
の
手
続

ぎ
な
ど
一
一
十
一
一
一
条
に
わ
た
っ
て
取
り
決

め
て
い
ま
す
。
下
水
道
審
議
会
に
は
議

員
・
学
識
経
験
者
・
市
職
員
各
三
人
の

ほ
か
‘
利
問
用
者
儲
か
ら
も
代
議
五
人
の

奉
加
を
求
め
る
ξ
し
て
お
b
、
下
水
道

の
前
円
滑
な
蜜
湾
建
営
を
ね
ら
い
と
し
た

条
例
で
、
今
後
市
街
地
の
住
民
に
深
い

関
連
を
も
っ
ζ
と
に
な

P
ま
し
ょ
う
。

醐
醐
特
則
剖
織
の
給
料
者
改
定

-ssjEJ
平
塚
市
特
別
職
報
酬
等
審

JiiM議
会
(
会
世
古
屋
国
努
民

議
員
十
名
〕
の
答
申
を
得
て
、
市
長
・

勃
没
な
F
活
動
特
別
織
り
給
制
と
市
議

会
議
員
の
報
酬
を
次
の
と
お

D
改
定
し

ま
し
た
。
カ
ッ
コ
内
は
改
古
前
の
月
間
間

マ
市
長
十
八
万
五
千
百
三
五
万
〕

助
役
十
四
万
玄
千
円
(
二
一
万
)

収
入
役
十
二
万
内

2
0万
)

教
育
長
十
一
一
万
円
(
一
(U
万
)

マ
議
長
八
万
五
千
円
(
七
万
)

開
副
議
長
古
万
河
(
六
万
)

議

員

六

万

円

(

五

万

)

醐
醐
務
災
建
築
の
糞
藤
税
を
軽
減

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
、

F
同
J
V

昭和42年 4月 15日(3) 

約92，0品。人の有権者が、今後4年間の市政

を担当する、 itJ長と、市議会議員36人を選

ぶ Bです。あなたの 1禁をあなたの{言ずる

人に。

市庁舎，左手独立建物が議事堂である。



(4) 昭和42年 4月15日

沼
十
一
・
四
十
二
年
度
継
続
で
建
設
し
て
い
た

大
野
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
が
相
続
、
同
校
の
特

別
教
室
滋
備
が
完
了
し
ま
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
一
一
一
階
建
一
千
百
二
十
平
方
針
で
工
費
は
三
千

八
十
四
万
円
。
欝
遜
教
富
一
一
一
、
理
科
室
一
て
工
作

・
協
調
司
調
磁
・
教
材
室
各
一
、
準
備
室
三
、
便

所
二
、
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
で
、
新
学
期
か
ら
使

用
串
品
開
始
し
て
い
ま
す
。
モ
デ
ル
輩
出
。

住
民
の
待
望
久
し
か
っ
た
金
自
公
民
館
が
完

成
、
精
館
し
ま
し
た
ο
地
元
の
協
力
も
あ
っ
て
褒

野
県
導
九
百
出
し
た
敷
地
に
、
木
造
平
家
建
四
百
二

寸
四
平
方
が
の
標
準
的
公
民
館
を
運
設
し
た
も

の
。
建
設
費
は
、
敷
地
造
成
費
を
ふ
く
め
て
九
首

七
十
一
万
円
、
ホ
ー
ル
・
議
議
室
・
調
理
実
習
室

・
和
軍
一
・
茶
室
・
事
務
室
・
管
理
人
窓
・
地
下
倉

置
な
ど
か
ら
な

D
、
和
室
は
ス
テ
ー
ジ
に
も
早
が

わ
D
で
き
ま
す
。
独
立
十
一
番
目
。
公
民
館
で
す
。

田身
高吏障
首正者
襲相の
暴言炎巡
で

業
の
制
什
あ
っ
せ
ん
、
企
業
登
露
の

申
請
と
変
援
の
受
付
、
企
業
診
衝
と

技
術
指
導
な
ど
。

平
塚
、
茅
ケ
摘
、
藤
沢
、
中

ぴ
ら
く

名
を
記
入
し
て
お
き
、

一
た
呂
に
く
み
取

D
作
業
亭
確
認
、

地
調
自
を
記
入
、
な
っ
印
し
て
、

一
員
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

自
に
外
出
す
る
と
き
は
、



湖南平の金策‘宇宙苦から駐車場、レストハウス、仏11貰公富車、

慶望台など。鐙山道i立第 1綴鋪装ができ晶がった

のスウ、
ノka
 
スレるえ唄

春

で

す

U

市
民
の
小
山
関
春
の
湘
一
間
平
が
、
凶

A
U
 

出
回
月
十
五
日
オ
フ
ン
し
ま
し
た
。
九
百
万
円
を
か

大
鏡
つ
透
け
て
工
事
中
だ
つ
だ
世
話
山
道
五
箇
イ
討
の
舗
装
が

晶
妥

完
成
し
た
た
め
で
、
交
通
止
め
ι
で
解
除
、
本
惜
的

な
シ
ズ
ン
の
訪
れ
を
一
迎
え
、
に
占
め
い
は
じ
め

て
い
ま
す
c
全
裏
千
万
世
田
お
の
登
山
還
の
う
ち
、

い
ち
ば
ん
力
i
ブ
の
強
い
登
山
口
か
ら
約
一
一
一
分
の

一
ほ
ど
が
、
橋
員
六
a

五
立
一
車
線
の
舗
装
道
に

な
っ
た
の
を
は
じ
め
、
山
頂
公
寓
L
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
二
階
建
の
目
指
外
展
望
台
と
休
欝
所
(
ヱ

費
三
百
五
十
六
刀
丹
)
や
、
カ
ラ
3
6
平
約
一
苧
最
き

つ
め
た
回
世
田
平
方
針
の
屋
川
叶
休
憩
所
(
百
五
十
万

円
)
な
ど
ホ
完
成
、
毎
日
横
路
軽
食
を
提
供
す
る

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
と
も
に
続
し
ま
れ
て
い
ま
す
c

湖
南
半
行
パ
ス
も
一
時
間
同
一
本
、
シ
ー
ズ
ン
に

改
臨
時
期
発
ち
あ
り
、
七
八
月
に
な
る
と
、
終

車
は
山
頂
発
十
時
十
五
分
ま
で
あ
っ
て
、
す
ば
ら

し
い
夜
景
も
楽
し
め
ま
す
。

道
を
舗
装

展

第11回平塚市労働祭

器問時前著霊祭@字詰民センターホ-)レ
月の豊富向鏡也事寄主主うれし@たのし，宮本二郎とスクラップ・サンスほか

満員の草創立ご容数ください。

5/1時12時分品開
午後12時 30分野球大会/i'有望書須潔球場，太洋中グラウンド/地区労

地区間盟@官公l守@再話連各1-1:章受4チーム

午後12時3自分ソフトボール大会/高浜高グラウンド/地区労 e地区

向蜜@宮公Ff.務i塞各代表4チーム

5/1誼 9略奪事盟統一メーァー@
午前9時江縁中校庭 午前11a寺市内行進

平塚市 6 王子縁地区労 8 平塚地区間鐙寄王子塚市商工会議所

平塚市商腐街連合会@平塚市婦人間体連絡協議会

の祭典みんなで参加しよう c

4 



昭和42年 4fl 15日

豊富な~仰とこまかい配慮

と往まい

し3

を詔く



(7) 昭和42年 4)守王5S 

出まわる

はしカミワクチン

はしカ、{麻しん〉は、だれもが一

度はカ、かる病気ですが、 ζの予防ワ

クチンが鑓近完成されて、昨秋から

市内でも接種を受付る人7)1t討ていま
す。 ζのワクチンには、はしかの病

療体ビールスを殺したものを使っ

た不活化ワクチンと、生告たま〉の

主主ワクチンの2種類があります。
援績の方法l立、侵入の体窓により

翼なDますが、はしカ吃コ生ワクチン
は、他のす務主宰穫との関連上とくに

ぎ議7)1必饗です。種培・主主ポリオワ

クチン・ BCGなどf自の生ワクチン
とは前後約 1カ、月の間隔を、また、

その他の予防接種でも2i麗聞の潤腐
をおく必童吾があるといわれ、はしか

の主主ワクを受けと、すく、他の予iW鐙

滋を受けると危険です。

容の流行期をまえに、 ζれからは

しかの予防接種を受ける入は、広報

紙の予防接種カレンダーを率考にし

て、ほかの予防接種との闘機を十分

考えに入れてください。

一小売マむー

ワクチ

豊富対象!忍@ぐ工事国 i回目昭和41年 7月
i 自 ~42年 1 月初日までに生れた

子、②第2回毘昭和41年 2月 l日

-41年 E月308までに主主れた子、
③以とのほカ、、投与日現在E瀦 37口、

月一一J8か月の者で2屈没与ぞして
いなし、子。

赤す字全土民になるということは

そのま、人類の平和と福祉のた

めに奉仕することであって特別

に恩恵とか科設などをJ与えられ
るというのではない。

(第3種郵便物認可〉 第 186号

吉沢4せ主主校

障害総公民館

重量日ヨ公民館

神田公民館須賀公民館

富士見公民館

j震は参観協覇

5月20臼 城島公民館量豊田公民館
? 24B 神街公民館須賀公民総
-fr 26回 議士見公民館

s.F55臼 町四之宮宮公渓吉宮
多少 自民 中原公民館

ク 自信泥水公民館

y 10B 見附台武道著書 松原公民
自富

霊童時間・午後1時30分-3時

禽.!>の品費や表示・安全性・衛生

iliiなどで疑開カあるとき，量目不
足や誇大広告を発見したとき，措

費生活について意見・要望がある

ときに利用を ..t開費者保護がねら
いです.

(22) 2310中地方事務所総務課

(22) 17∞市役所総省部商ヱ諜

お気軽によ二'相談くださいー粧罪著書華街ヱ諜 (22)17司唖 融韓摂甥震繋鵠輯甥購盤鱒寝題跨輯!



あ

た

た

か

い

さ

ん

四

百

八

十

円

と

雑

誌

山

一

一

十

冊

、

土
決
中
部
落
会
徒
会
一
一
千
百
五
十
ナ

竺
吉
岡

A
V

円
、
郵
便
で
潜
名
の
人
か
ら
七
百
同

心
か
ら
の
お
礼
に
か
え
て
、
福
祉
事
一
(
拾
得
金
)
、
泊
村
八
回
さ
ん
衣
嗣

務
午
前
ヘ
寄
せ

b
れ
た
寄
付
a

寄
金
を
報
一
二
箱
(
父
母
の
遺
品
)
。

告

し

ま

す

。

一

マ

ふ

じ

み

歯

へ

・

郵

便

で

雷

名

の

Z

V
生

活

の

替

じ

い

入

へ

一

畏

か

ら

五

百

円

υ

翼
団
市
川
奨
喜
男
氏
}
千
二
百
六
十
一
門
〉
進
料
亭
一
劉
へ
・
M
H
安
寺
珠
算
期
叩
副
司

一
円
、
題
名
の
人
か
ら
凶
百
五
十
円
一
五
百
円
、
寸
点
訳
奉
仕
会
〈
・
妙
一

平
塚
議
察
署
長
一
千
否
八
寸
丹
、
郵
一
寺
辞
算
部
五
由
円
。

使
で
匿
名
の
人
か
ら
一
千
円
(
乙
ど
一
マ
時
間
域
支
壮
へ
・
港
小
四
年
五
組
一
一
一
Z

も
の
け
が
見
舞
金
の
一
部
)
、
横
浜
一
百
円
。

ゴ
ム
勤
務
匿
名
の
一
婦
人
か
ら
一
千
一
マ
社
会
福
祉
施
鮫
へ
個
震
名
の
婦
人
ム

丹
、
黒
部
丘
山
口
平
ハ
氏
六
百
円
(
一
ら
雑
誌
十
冊
、
平
塚
学
爵
一
年
十
一

位
盟
問
)
、
四
之
宮
川
川
久
保
喜
代
子
一
組
衣
灘
五
籍
。

(8) 第 186号〔第 31重郵便物認可〕

秦
野
県
道
の
ラ
ち
、
追
分
交
差
点

が
ら
南
原
に
か
け
て
は
‘
諸
事
の
激

増
で
、
せ
ま
い
道
幅
が
余
計
せ
ば
め

ら
れ
、
朝
夕
の
交
通
Z

ブ
ッ
シ
ュ
時
に

は
、
自
転
車
通
勤
者
と
歩
行
者
は
危

険
で
な
ら
な
い
。
新
罫
野
県
道
早
川
南

原
上
平
縁
包
括
水
路
に
白
河
成
し

た
現
在
、
事
散
防
止
の
た
め
、
思
い

き
っ
て
、
路
線
パ
ス
以
外
の
大
型
車

の
、
通
行
止
め
の
処
粛
は
と
れ
な
い

も

の

か

c
広
報
モ
ニ
タ
ー
・
郡
代
俊
雄

×
 

索
開
問
街
道
で
は
‘
自
に
あ
ま
る
交

適
地
獄
が
毎
日
繰
り
返
え
さ
れ
、
歩

行
者
と
自
転
車
な
ど
の
湿
行
を
お
び

や
か
し
て
い
る
。
道
路
法
規
は
、
一

般
道
路
で
の
品
行
者
優
先
を
う
た
っ

て
い
る
が
、

ζ
と
秦
野
街
道
に
関
す

る
限
D
絵
に
か
い
た
ん
グ
も
ち
A
V

だ。

追
分
付
近
で
は
、
自
動
車
が
長
い

列
を
つ
く
る
こ
と
が
レ
ば
し
ば
で
、

歩
行
者
は
、
下
水
選
の
上
を
、
自
動

昭和42年 4月 1513 

「
死
遥
」
だ
と
両
国
う
。
関
係
出
認
は

交
通
事
故
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
、
早
急
に
対
策
を
実
行
し
、
交

通
地
獄
の
解
消
壱
は
か
る
よ
う
強
く

67.88km.2 

2，081人
84世智

170人
前月比t笠智増
人口増

市街地 75，981人(19，375散命)
大野 30，695グ(7，268 " ) 
豊密 2，505(/( 569 I1 ) 
待 問 7，500ν(1，742ρ 〉

成島 1.98611( 397 11 ) 

問 崎 1，742"( 338") 
金問 2，911"( 683グ)
旭 8，10011( 1，916 11 ) 
土 択 3，869グC 706 11 ) 
金 百 5，844'ぺ1，33011 ) 
(42.3-1現在〕

饗
望
し
た
い
。

ζ
の
解
決
策
と
し

て
、
私
は
次
の
点
を
提
案
し
た
い
o

mL
南
原
j
追
分
間
の
交
湧
担
問
判
例

②
色
道
路
幅
員
の
拡
張
と
歩
道
議
蟹

③
道
路
拡
張
と
問
時
に
、
富
士
見
地

区
土
地
区
画
整
理
の
断
行
。

平
時
・
舛
水
蜜
寧
(
会
計
皆
員
)

×
 

お

答

え

{

年

'
ほ
ど
ま
え
か
ら
、
秦
野

県
道
追
分
南
涼
腐
の
夜
遇
制
限
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
規
制
制
の
方
訟

と
し
て
は
、
①
大
型
車
の
一
方
通
行

②
全
部
の
車
の
一
方
通
行
、
③
大
型

(〆---y-v~、〆'~，

竺

中、E霊長10年(1605)砲 }II家康

の命をう吋て関東の霊陣大山寺

に転住した。家康はき竪縫の学徳

と手院を高く評価していたので

衰微沈滞してρ た大山再興のた

めに敢てζの推挽ぞ行ったので

苗る。つついて家康は伊奈備前

守忠次に令して大山寺再建を行

わしめ礎学鎖57石を実雄に与え

るなど穣々便宜壱計りのちの犬

山繁栄の基礎壱講じた。

霊霊長14年11月実雄はかねて湾

建を言十顧した八幡村成事智院を

八機約書(平塚新宿〉に移転さ

せ八幡宮の矧j当寺として照寺と

ハ幡宮を再興しみづカ、らとの曹

を兼務して第一位を跡した。

実雄主主同7は元辛口 4年 (1618)

2月 2日事った。寿は75才法臓
は68才。平塚新宿の雲出氏墓地

にその五輪議7うまのとっているo

徳川!家康は学問を好み凡そ学

のある人は僧俗にヵ、かわらずζ

れを拐いてその説に王手を傾ける

を例としたヲ実雄法8Pが晴府に
招かれたb寝中に召された乙と
は諸警に散見しているD しカ、し

その伝記をみると学館であった

とともになかなかの手腕家で在、

法輿際の為に激しい活動を続け
たζ とがわ均、る。

賓雄法却の塔
高灘署署著書

平塚新7茜の八幡宮(八幡神社〕

!日llU当等'寛院を中興した人Lこ実
縫という夜学がいた。

実態浅間は天文13年(1544)

不自慢函足柄上郡中村原の吉野家

に生れB才のとき溜府浄村宝金
問j寺で在、内に入'<:>16才で高野山

に登ってつぶさに真言の主胃腸を

究めついで京都東寺で修業のの

ち真智を額現して万物等覚を悟

って等覚E曹と号した。
のち郷里に帰ったととろIII西

村(二宮町山西)にあるさE海門
下←f哲のひとり阜隣t;1開いたと
伝える神願寺とその間近の2等
が廃絶しているととを知り夫正

3年 (1575)32才のとき3寺を

合せて梅沢弘i等党践を建立して

ζ れに伎した。

鶴々八橋村』こ不自州七筒寺随一

の古利といわれる間関山誠事

智践が天文19年の担額J11大洪水

に流失したまま米再葺主であるの

を知ってζれに潜り湾建を計図

あすが心明とな せ狼iJlやりな泣しれいくて l るとっそ母吉 |談
痛のらいい「ん立頼らをい話てて子なや求な子要てし親分食 ζ 霊富

男j母足強 7)ちうこ依。心るせしとをそぎに oるめぜが求はてにで事んで
関親さいに ζ ど存 の時なていしうまな、とる|いしもいやでのな扱
ほのせ子さとも欲 さ長い、うすでレ手翌依ま まてをつつ吉時こっ

iき号222言語 54引円iJ芝AEτ55i iZ塁手暴
力、にい円ま究釣足 にやすに親けかたらな強り 壱きがおでの
れよなだすのに# はる。ひが ι 品胡h 言ま帯電うも時 ら
ずみついい ρ績なれ なの子正党 離緩鞠箆d画砲、 つ、短と伺な 教研市
子て子気依果るて けはどりま 鰯機管~_A窃 て次にすでど 資皇室草壁
¥、で拘頼、」い 岳、毛でわ 議議込明t旺お調官 い々やるも‘ 穏断言吾

で℃盾いだ立っ しそ心そで 号線i必援義経謝 はせて !替をおてとてて母
す自し泣いしたひ点しつはや 喝滋酔曜務滞感誌 な今、い ζ ど足持かいなカ、も親
心然プこ立気て<52::にでかでら 曹畿ι11鈍ず喝 さ白るどう感つあるんららが
にこ心持生頼ほ葱‘い見せ 曹吋噌V 噛切 な信時もしにてさ子で「え勤
行とをを吉ち‘んうはてたるまる決つも子く吊にiJltこ欠いんなもおなめ
なで筒 i蕗て託だでま欲いいだすこ℃さがにて婦、自らりては吉ひにいて
わはて足いだれやくして時けまとでは額なもた十分 i てく十でとい子い
れなる声害りでるでいやにですに主主なりす〉拍せ分で いれ分すり持、る

をへ2左手主主宅実ゐ号モ宅事主主Zお事芸品皇室 急三塁五平長需主
主著q苦手官主宅良子t主主管宇喜左義手岳4Z2 手主量生室主筆主
のし矛強 U 雇主頼 つ。のてりす‘て、にどるきらし οう心「れ」れみ

麟轟轟離轟

あなたの知る範閣に、よい符ない
をした青少年(20才糸満)がいたら、
氏名・年令・住所・場校または酷
務先・推薦狸践をお知勺せ〈ださ
い捻驚者は住所氏名をかならず
明記のこと 路線を聞いません
広く市民の後騰をおまちします
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